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ンの毛について

崎勇*

I. UMEZAKI: On the hair of Nemalion vermiculare SURINGAR 

紅藻類の原始紅藻綱及び真正紅藻網のある科(スギノり科， オキツノり

科及びコノハノり科)を除き， 多くの種類には， しばしば毛が形成されてい

る。クミゾヲメシ目植物の多くの種類もまた，毛の存在が知られている。

ヲミゾクメシ目植物の毛についてSCHMIDLE(1899)はBalrachosρlermum

moniliforme ROTHの毛は無核であると報告したが， KYLIN (1917)は，本穫

の毛を詳細に研究し，その毛は 1核をもち，毛の伸長につれて原形質と共に

先端〈移動する乙とをみ，さらに，その毛の発生過程を研究した。 BORGESEN

(1915)は，Nemalion Schrammi BORG.の皮層糸が稀に長い毛になっている

と報告している。Nemalionmullifidum (WEB. & MOHR.) AG.の毛をCLELAND

(19l9)が研究し，その毛は 1核をもち，成長するとその幅の 50倍，またはそ

れ以上に伸長し，先端の方へ原形質も核も移動すると述べている。 SVEDELIUS

(1917)は Helminlhoradivaricala (AG.) J. AG.の毛を観察し，毛と同じ場所

に形成される単子襲よりは，その原形質が少ないととによって区別されると

報告している。
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さて，日本沿岸各地に多産するヲミゾクメシ (N.vermiculare SURINGAR) 

については，岡村先生(1916)は日本藻類図譜の中で(第 158図版第 5図)短い

毛を図示されているが，それについては何も説明を与えておられない。其の

後本種の毛については，誰も注意を払わなかった。

幸にも筆者は，クミゾワメシ植物体に多数の毛が形成されているのをみ

た。それで，その発生過程並びに形態について研究したので，ここに報告し

ます。

材料 と 方 法

研究に用いたクミゾクメシは 1960年 5"，6月に数回にわたって，福井県

大飯郡高浜町海岸で採集した。採集した標本はすぐに研究室へ持ち帰り，海

水を入れた硝子水槽に入れて，数日間研究に用いた。

生の材料を其の健検鏡に用い，または，コツトシプノレー乳酸液 (O.5~1J) で

染色したものや，

RAO (1953)による酢

酸カーミシ法によっ

て観察した。

観察

ヲミゾヲメシの

毛は，その植物体の

皮層糸の最先端細胞

に形成される。

まず，皮屑糸の

最先端細胞の頂端部

が突出しはじめ，そ

れが上方ヘ伸長す

る。皮層細胞の原形

質・がわずかに， その

突出部の方へ移動す

る。つぎに，皮層細

胞とその突出部との

聞を仕切る隔壁が出

米る。かくて仕切ら

Fig. 1. 
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Hairs of Nemalion vermiculare SURINGAR. a-d， 
successive stages of development of a hair. e， 
a well developed hair and empty base of an 
old hair whose upper part was fallen .off. f， g， 
formation of a new hair in an old one. h， a 
well developed hair and formation of a new 
hair in an old one. a-h x 266. 
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れた突出体が毛の幼体である。幼毛には，わずかな原形質があるが，色素体

をもたないから無色である。その中央に 1核を存する。毛はますます上方ヘ

伸長して，原形質も核も同時に上部へ移動する。長く伸長した毛は上部にの

み，わずかに原形質が存在し，基部の方はそれをもたない。毛は薄い細胞膜

によって包まれている。長く成長した毛は 300μ にも達し，その直径は 4"，

4.5μ ある。毛は屈曲し， その基部は Batrachosρermummoniliformeのよ

うに膨れていない。毛は色素体をもたないので無色である。その原形質はコ

ットシプノレー乳酸液で，わずかに青色に染まる。

ヲミゾヲメシの毛は早落性であって，細く短い幼植物体にのみに形成し

てみられ，その幼植物体を被っている。皮層糸の最頂端細胞に 1個または 2

個兆形成される。離脱した古い毛の基部の内側に新毛が再生されることがあ

る。

考 察

今回研究されたワミゾクメシの毛の発達様式は KYLJN(1917)によっ

て研究された Batrachostermummoniliforn'le， SVEDELIUS (1917)による

Helminthora divaricata，及び CLELAND(1919)によるNemalionmultifidum 

とよく似ている。クミゾヲメシの毛の基部は Bat.moniliformeのごとく膨

大でない。

毛の幼小のものは，造精子器形成の初期のものとよく似ているc しかし，

造精子器形成の初期のものは，その細胞が多くの原形質でみたされ，わずか

に色素体をもつので容易に区別される。造精子器形成の初期のものでも，す

ぐに横壁によって分割され，短いー列細胞となる。毛は決して分割されるこ

とはなく，長い 1細胞からなる。皮層糸の最頂端細胞に造精子器が形成され

始めると，毛が脱落する。成長した植物体では，その皮j討糸の先端細胞に造・

精子器が形成されるので，毛が既に脱落していて，それは見当らない。前述

の如く，ヲミゾクメシの毛は早落性であって，その幼植物体にのみ形成され

ている。

しからば，何故にヲミゾクメシの毛は幼植物体にのみ形成されているの

であろうか。紅務類の毛の機能については，多くの学者の説は，その毛は栄

j毒素・の吸収に役立つと言う KYLIN(1956， p. 32)0 しかし， ヲミゾクメシの毛

ω機能について考察するのl.こ，ヲミゾクメシ植物体は満潮線上またはそれよ

り梢上部に生育するので，干潮時はもとより，常時強い日光に曝されてい

- 10--



初的 ウミ/ウメンの毛について 11 

る。 BERTHOLD(1882)の説のどとく ，クミゾワメシの毛は，栄養分の吸収よ

りは，強い日光を防ぐために，その幼植物体lζ長い無色の毛が密生している

ものと思う。

弘士
附ロ

吾L>.

a岡

1 ヲミゾヲメ γの毛は皮脂糸の各段頂端細胞に lfI封または 2個宛形成

される。

2. 毛は 1核を もち.その先端部のみにわずかな原形質をも っ。無色で

ある。

3. ク 1 ゾヲメ yの毛は早r~性で， 幼植物体 lζのみ形成さ れている。

4. ワミゾヲメツの毛は，lJdlい円光を防ぐ機能をなしているもの と思う。

Resume 

Development of the hairs of Nem"lion verm.icu.l"re SUR. has been studied. The 

clevelopmental process of the hair quite日目的 lesthat of Balracho5ter川 U11t111.onilφ川 e

investigatecl by KVLlN (1917)， 01 Hel"，u，thor-a divaricata by SVEDELIUS (1917) ancl 

of Nemalioll l1wltifidulI! by CLELAND (1919). The hair is formecl one or t¥Vo together 

on each apical cell of the peripheral自lamenls. The well clevelopecl hairs are hyaline 

althollgh having a li性leprotoplast ol1ly at its apical portion ancl are IIp to 300μ111 

lenglll， 4-4.5μin diameter. The bi1se 01 the hair does not markedly swell lil、ethat 

of Bat.川 olliliforme.Function 01 the hairs is cliscllssecl: Probably they are a pro-

lection against intense illumination than absorption of nlltriment. 
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